
平成１８年度のバランスシートの説明

資産は 2兆4,934億 円となり、 308 億円の 減少

負債は 1兆2,056億 円となり、 260 億円の 増加※

正味資産は 1兆2,877億 円となり、 569 億円の 減少

【資産】

1 有形固定資産
有形固定資産には、土地、建物等があり、行政目的別に区分されています。
前年度と比較しますと、土木費で73億の減、農林水産業費で119億円の減となっています。

2 投資等
投資等は、企業会計や第三セクターへの出資金や、貸付事業額を計上しています。
前年度と比較しますと、投資および出資金で32億円の増加、貸付金で72億円の減となっています。

貸付金は、中小企業者等支援資金貸付金の制度改正による減額30億円が主な減の要因です。

3 流動資産

未収金については、前年度より3億円増の125億円となり、流動資産合計は707億円となっています。

【負債の部】

1 固定負債
(1) 地方債

(2) 債務負担行為

三重県においては、対象となる債務負担がないため、0となっています。
（バランスシートには計上していませんが、欄外に債務負担行為設定額を注記しています。）

(3) 退職給与引当金
作成基準日に職員全員が普通退職したと想定した場合の退職金の総額を負債として計上しています。
※前年度との比較値の算定において、昨年度数値は修正後の数値を使用して計算しています。

資産は、地方公共団体の経営資源として用いられると見込まれるもので、現金・預金、土地、建物、備
品、未収金、貸付金等です。

農林水産業費については、農業農村整備にかかる資産で73億円の減、土木費については、橋りょう、河
川、砂防にかかる資産が合わせて82億円の増があったものの、道路にかかる資産で152億円の減となり、
土木費全体では減少となっています。

投資および出資金については、水道事業会計への出資27億円、工業用水道会計への出資15億円等によ
り増となっています。

流動資産は流動性の高い基金である財政調整基金や減債基金、形式収支に相当する歳計現金を計上し
ています。

前年度と比較しますと、発行額は43億円減少の942億円で、償還を差し引いた全体の残高は149億円増の
8,916億円となっています。

ＰＦＩ等の手法により整備した資産で、債務負担行為による債務が残っているが、既に物件の引渡しを受
けたものについては、今後の支払予定額をもって資産計上し、見返り財源として「債務負担行為」を負債科
目に計上します。

また、歳入歳出決算書の収入未済額のうち、県税に関するものを「地方税」欄に、分担金および負担金や
諸収入などに関するものを「その他」に計上しています。

本年度は、歳出額の減及び県税収入の増にもかかわらず、国の三位一体改革に伴う地方交付税減少の
影響が大きく、財政調整基金8億円の減少や県債管理基金76億円の減少により、現金・預金の合計が前
年度より92億円減少し、582億円となっています。

負債とは、将来に支払いや返済の必要があるもので、バランスシート作成基準日（平成19年3月31日）
翌日から一年以内に支払期限が到来するものを流動負債、それ以外を固定負債としています。

地方債のうち、作成基準日における地方債残高から、翌年度に予定されている元金償還額を控除した額
を計上しています。



２流動負債
(1) 翌年度償還予定額

(2) 翌年度繰上充用金

【正味資産の部】

１国庫支出金

２一般財源等
資産額から負債および国庫支出金を除いた金額で、前年度から541億円減の6,555億円となっています。

地方債のうち、作成基準日の翌日から1年以内に償還を予定している元金償還額を計上しています。

繰上充用は歳入が歳出に不足する場合、翌年度の歳入を繰り上げてその年度の歳入に充用することをい
います。
三重県においては該当ありません。

地方公共団体には民間企業の「資本」に該当する概念がないため、借方に計上される資産のうち、既に
住民から支払われた税金などの一般財源等や、国からの補助金を「正味資産」と呼んでいます。

普通建設事業に充てられた国庫支出金の累計額で、用地取得費に充てられたもの以外は、耐用年数に
あわせた償却を行っています。
前年度と比較すると、28億円減の6,323億円となりました。土木費のうち河川で16億円、砂防で24億円の増
があったものの、農林水産業費のうち農業農村整備で32億円の国庫支出金の減が主な要因です。


